第28976号    2010年5月9日                          　   教会年間聖句
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　わたしがあなた方を愛したように、あなたがたも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 互いに愛し合うこと、これがわたしの戒めです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                　　　     ヨハネ１５：１２
　　　　　　　　　　　　　　　霊の糧、肉の糧を備えられる主　　　ヨハネ　２１：１－１４
クリスチャン信仰をもって、いつも勝利と喜びに満ちあふれているでしょうか。それとも、不安と寂しさと空虚な思いにかられているでしょうか。多くの人に、いろいろな思いが大なり小なり出てくるでしょう。イエス・キリストを救い主として信じており、十字架の死も復活も再臨も信じ、聖書の御言葉も神の言葉として信じているはずなのに心の中が一向にさえない。特別なトラブルがなくても時々襲う不安と空しさを多くの人が経験をすることです。このような場合、一応理屈では正しい教えの上に立っているようであっても、毎日の実生活の中で信仰の意味を見出せない場合が多いです。
今の時代の私たちだけでなく、死から復活されたイエス・キリストにじかにお目にかかった弟子たちでも、似たような心境を経験しました。イエス・キリストは一人ひとりの強い面も弱い面も全て理解し、強い面は自信過剰や誇りから神の御業の妨げにならないように調節し、弱い面は失望落胆に陥ってしまわないように神の力が特別働いて神の栄光があらわれるように力を与えてくださいます。ヨハネの御言葉は、弟子たちがキリストの福音を伝えることが出来るために、イエス・キリストによってどのようにして整えられていったか示しています。
１．先立つ主イエス・キリスト
死から復活したイエス・キリストは、弟子たちより先にガリラヤへ行って、そこで弟子たちに会うようにされました（マタイ28:7）。
ガリラヤは弟子たちにとって信仰と伝道の原点の地です。弟子たちは告げられたとおりガリラヤに来ましたが、主は見当たりません。時々顕われてくださったけれど、以前のようにいつもそばにおられないで、エルサレムからガリラヤに向かうときも主は見当たらず、いつまたお会いできるか不安もありました。弟子たちは、主の十字架の死をまのあたりに見て恐怖のあまりエルサレムの二回座敷に閉じこもっていたところに復活の主が顕われたので喜び、聖霊を受けて（聖霊が与えられる約束であるという解釈もある。）再び信仰と希望が与えられて変えられつつありました（ヨハネ20:19-23）。しかし、いかなる困難な迫害にも耐えて乗り越えてキリストの福音を伝えていくためには、聖霊の十分な徳に満たされる必要があり、主は最初の伝道の中心地であったガリラヤで、必要なことがらを先駆けて弟子たちを福音の器として準備されていきました。
２．湖畔における主の顕現
主は顕われては姿を消し、幾度も繰り返して、弟子たちが永遠に生ける主への信仰を強めていく必要がありました。ガリラヤにおいて主がまだ見えないうちは、彼らの心はダウンしていました。元の漁師の仕事に戻っていく考えではなかったであろうが、生活の糧も必要であり、寂しさをまぎらすためいつものごとく、ペテロが漁に行くことを切り出して、同僚たちと舟に乗って出かけました。このような時大漁となったら喜びであったでしょうが、夜通し働いたのに、一匹も獲れませんでした。疲労困憊というところです。もし大漁であったなら、自分たちの力を過信して信仰の方は後回しになって、中身のない人生になってしまう結果になりやすいです。失望落胆のときに、１００メートルほど離れた岸辺に誰であるか見分けできない人が立っており、「舟の右側に網をおろしなさい。そうすれば、とれます。」といわれました。漁にかけてはベテランの彼らでしたが、謙虚になってその方のいうことを聞いて、その通りに実行したところ大漁となりました。岸辺から声をかけた方が主であることが分かって、彼らは大喜びでした。ペテロは主であることが分かったので、魚のことはそのままにして、一刻も早く主にお会いしたくて、上着をまとって湖に飛び込んで主の許に行きました。他の弟子たちは主の指示に従って獲れた大漁の網を引いて主の許に来ました。
３．もてなして準備される主
「腹が減っては軍は出来ぬ。」と昔から言われているように、空腹では十分な働きは難しいですが、本当の戦いは人に対してでなく、悪魔との戦いです（エペソ6:11）。そのための準備です。イエス・キリストは弟子たちを励ましましたが、単なる気休めのためのものではありません。現実に必要なものを満たしてくださるお方です。弟子たちが陸に上がったとき、炭火に魚が載せられてあり、そばにパンがおかれて食事の準備がしてありました。また主は、弟子たちが獲った魚を持ってくるようにおっしゃいました。それは弟子たちが恵みを受けるだけでなく、主の御業に参加する意味があり、今日でもそのレッスンはそのまま生きて働いています。彼らが獲った魚も、もとをただせば彼らの手腕で獲れたものではなく、主に獲らせてもらったものです。主としっかりと交わり、生けるパンである主イエス・キリスト（ヨハネ6:35）に養われ、力を得て主の業に励む準備がなされました。
主は弱いものを立たせて、用いてくださいます。主の昇天後約束の聖霊が全面的に降り、弟子たちを初め、聖霊に満たされた人たちが命をかけて福音を伝えていき、今日の私たちにも及んでいます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＜鈴木光夫＞
